
(1) 10月下旬号 大村市政だより く479号〉 昭和41年10月20日

陸上自衛隊では、11月中

の実弾射撃をつぎのとお

り行ないます

園昭和33年4月22日第三種郵便物認可 圏毎月3回1日・10日・20日発行圃定価l部5円
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実施場所=池田射撃場

実施日程 =8日-11日
14日-19日、 21日-30日

才5回大村市産業祭が、10月15日から18日ま

での 4日間、はなやかに行なわれました。

]5日にはミス産業祭の発表会と市民芸能の夕

べが中央公民舘で‘16日はNHKでおなじみ

のがおはなはん dや、エキゾチックな P 南の

島 d グ躍進する大村真珠 ρ子供たちの大すき

なグ 夢のカーニパル ρ グウノレトラマン d など

のはなやかな仮装行列が市内をねりあるきま

した。

はなやかな産業祭 l
(写真)よ=市民芸能の夕べのひとこま

下=市内をねりあるく仮装行列
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特別弔慰金支給範囲広がる

昭和的年4月1日現在、同一戦没者の死亡にもとず

く遺族年金等を受けるものがない場合には、三親等

内の遺族に対し支給されておりますが、こんど法律ι

が改正され、次のかたにも支給されることになりま

した。該当する方や、くわしくききたい方は大村市

の保険年金課におでかけください。

①昭和27年以降幻年3月31日までの期間に遺族年金

等を受ける者があったが、昭和幻年4月1日現在受

給権がなくなった場合、遺族年金を受けられない

一父母、孫、租父母、兄弟姉妹で戦没者の死亡時に

生計を共にしていた者。

②戦没者の死亡後遺族以外の者の養子又は再婚した

配偶者が、昭和41年4月1日において養子縁組又は

再婚を解消し戦没者の氏に帰っている者。

[明るい家庭は国保の家庭|

大村市は昭和25年から国民皆保険制度をとってお

り、次の場合は国民健康保険に加入しなければなら

ないことになっています。

まだ加入しておられない方はいそいで届出をして下

さい。届出がおくれると事実発生の時点にさかのぼ

って一度に多くの保険税を納めなければならないこ

とになり、文保険証をもたないで、病院へ行くと全額

自己負担しなければなりません。

他の保険に加入した場も資格喪失の届出が必要です

加入しなければならない人

市内居住者で職場の健康保険(日雇、共済、社保等〉

に加入していない方

届出の手続

①国保の被保険者である世帯に追加するときは国保

の被保険者証(黄色)と印かんがいります。

②世帯全員が新しく国保の被保険者となるとさは社

会保険等を脱退した場合の喪失証明書と印かん

届出の場所

市民課窓口か各出張所

-NHK 

ラジオ
テレピ 巡回相談

テレビ、ラジオを明るく聴視していただく

ため、 NHKではつぎのとおり巡回相談を

行ないます。

期日

場所

10月 25日

西大村中学校
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4市民あるこうかいグ
10月10日の体育の日、老人から子供までの約

300人が朝8時三城小の校庭に集まり、大村

市章のはいった手ぬぐし、ではちまきして3キ

ロの道を歩き、 10時から陸上競技場で、開かれ

た市民体育大会入場式に参加しました。

4道の歩き方を練習グ
秋の交通安全運動を機会に、西大村小学校の

よい子たちは、 Eしい歩き方を習いましょ 5
と、 校庭に自綜で道をつくり、ワラ人形や広

報車交通安全号とおまわりさんの指導で、交

通の勉強をしました。

5半早卒科卒平平判手卒科卒平与平平平平平与平
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調
理
師
試
験
と
調
理
師

予
備
講
習
会

、口
口
口

今
年
度
第
二
回
の
調
理
師

試
験
と
調
理
師
予
備
講
習
会

を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
の
で
受
験
、
受
講
を
希
望

す
る
方
は
十
月
三
十
一
日
ま

で
大
村
保
健
所

へ
願
書
を
提

出
し
て
く
だ

さ
い
。

市
予
託
金
に
よ
る
中
小
企

く
わ
し
い

こ
と
は
大
村
保
健

業
振
興
資
金
を
つ
ぎ
の
要
領

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

で
貸
付
け
ま
す
。

予
備
講
習
会

借
入
の
資
格

長
崎
会
場
H

十
一

月
二
十

市
内
に
住
所
と
庖
舗
が
あ

四
日
と
二
十
五
日

り
原
則
と
し
て
同

一
業
種
を

佐
世
保
会
場
リ
十
一
月
二

十
八
日
と
二
十
九
日

受
講
料
リ

三
百
円

試
験
十
二
月
九
日
長
崎
と
佐
世

保
で
行
な
い
ま
す
。

受
講
料
リ
千
円

中口
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企口
業
振
、興
資

口貸金
口付を

運動会や市中行進
自衛隊創立16周年

自衛隊では、創立16周年を記念 し

て、記念式典や運動会など心行事を

つぎのとおり行ないます。市民のみ

なさん、多数おでかけください。

b創立記念式典

日時 11月1日午前8時3:)分から

場所 大村部隊営庭

[>市中行進

日時 11月1日午前10時ーから

コース(徒歩部隊〉八坂神社→つ t

るかめ橋→本町→大村駅前→本堂

川橋→部隊

〔車輔部隊〉大村公園→大村警察署

前→大村駅前→本堂川橋→部隊
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引
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き

一
年
以
上
経
営
し
、

信
用
保
証
協
会
の
対
象
業
種

の
中
小
企
業
者
で
市
税
を
完

納
し
て
い
る
人。

ま
た
、
本

制
度
に
よ
る
前
固
ま
で
の
貸

付
残
額
の
あ
る
人
は
、
そ
の

五
分
の
四
の
額
を
償
還
し
た

人
に
限
り
ま
す
。

資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
資
金
と

し
て
使
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん。限
度
額

五
十
万
円
以
内

利

率

日

歩
二
銭
二
厘

保

証

料

日

歩
四
厘

申

込

商
工
会
議
所

受
付
期
間

十
月
二
十
四
日

か
ら
十
一
月
五
日
ま
で

た
だ
し
融
資
額
に
達
し
た

場
合
は
申
し
込
を
締
切
り
ま

す
。

× 

X' 

竹松部隊

じ>運動会

日時 10月23日午前9時か白

場所 竹松部隊グラ ワンド

当日は、竹松部隊 じまんの仮装行

列が出ます。

:大村部隊

b運動会

日時 10月30日午前9時から

場所 大村部隊営庭

[>前夜祭 (演芸会)

日時 10月31日午後6時20分から

場所中央公民舘
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ん
ご
協
力
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お
願
い
し
ま
す
ぼ

調
査
期
間
十
月
二
十
五

日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
セ
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区在司
H貯蓄のはなし。

ゆたかな家庭をつくり明る

い社会をきずくためには、

みなさんの貯蓄の力が必要

です。例へば、郵便貯金と

してみなさんが貯蓄 した金

額も 2兆 9千億という巨額

になり、このお金は、国民

生活の向上に関係深い住宅

建設、生活環境施設の整備

、農林漁業中小企業などの

近代化、道路などに使われ

ています。 貯蓄すること

は，家庭生活の安定と 、住み

よい郷土づくりに大いに貢

献している こと を再認識し

たいものです。

寄
生
虫
予
防
運
動

(
叩
月
お
日

i
n月
5
日
)

寄
生
虫
は
、
全
国
的
に
ま

ん
え
ん
し
約
半
数
の
国
民
の

腹
の
中
に
寄
生
虫
が
い
る
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。

寄
生
虫

が
腹
の
中
に

い
る
と

人
体
に
色
々
な
障
害
を
あ
た

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
私
達

は
年
二
回
ぐ
ら
い
は
腹
の
中

の
虫
を
退
治
す
る
，必
要
が
あ

り
ま
す
。
之
の
駆
虫
の
時
期

は
春
と
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が

一
一
番
適
当
で
、

し
か
も
地
区
ぐ
る
み
一
斉
に

行
な
う
こ
と
が
も
っ

と
も
効

果
的
で
す。

そ
こ
で
全
市
あ
げ
て
十
月

二
十
五
日
か
ら
十

一
月
五
日

ま
で
を
寄
生
虫
予
防
運
動
期

間
と
し
、
皆
さ
ん
の
理
解
と

三
協
力
を
え
て
寄
生
虫
の
一

斉
駆
虫
を
行
な
い
ま
す
。

寄
生
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々
な
病

気
を
な
く
し
、
叉
そ
の
予
防

に
つ
と
め
お
互

い
の
健
康
保

持
に
努
め
、
明
る
く
健
康
に

毎
日
を
す
ご
し
た
い
も
の
で

す。
な
お

こ
の
運
動
に
大
村
市

薬
業
会
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方
々
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協
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さ
れ
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よ
り
各
出
張
所
に
出
向
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す
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圃
爆
破
く
ん
れ
ん
の
お
知
ら
せ
竹
松
部
隊
で
は
、
十
月
二
十
六
日
午
前
八
時
か
ら
，午
後
五
時

ま
で
、
大
多
武
演
習
場
で
爆
破
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
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